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６月２日〜６月29日

「
第
33
次
地
方
制
度
調
査
会
第
２
回
総
会
」に 

立
谷
会
長
が
出
席

　

６
月
３
日
、「
第
33
次
地
方
制
度
調
査
会
第
２
回

総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
委
員
の
立
谷
会
長
が
出
席

し
た
。

　

立
谷
会
長
か
ら
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）に
つ
い
て
、
①
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
の
た
め
、
健
康
保
険
証

利
用
と
い
っ
た
カ
ー
ド
取
得
の
メ
リ
ッ
ト
を
よ
り
明

確
に
周
知
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
②
東
京
一
極
集
中

の
是
正
に
向
け
、
地
方
に
お
け
る
女
性
活
躍
や
教
育

格
差
の
是
正
に
Ｄ
Ｘ
が
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
を

念
頭
に
施
策
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
、
③
シ
ス
テ

ム
標
準
化
の
推
進
に
当
た
り
、
地
域
特
性
に
応
じ
た

政
策
が
実
施
で
き
る
よ
う
留
意
す
べ
き
で
あ
る
な
ど

の
発
言
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
つ

い
て
、
個
人
情
報
保
護
の
問
題
で
も
あ
る
が
、
保
健

所
を
持
た
な
い
市
町
村
に
も
感
染
患
者
な
ど
の
情
報

の
共
有
・
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
対
応
を

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
な
ど
の
発
言
を
行
っ
た
。

［
行
政
部
］

「
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る 

緊
急
意
見
」を
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
提
出

　

６
月
29
日
、「
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す

る
緊
急
意
見
」を
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
提
出
し
た
。

　

緊
急
意
見
で
は
、
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
の
必

要
性
や
方
向
性
、
費
用
負
担
の
在
り
方
な
ど
を
明
確

に
示
す
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
整
備
充
実

等
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
の
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
要
請
し
た
。

［
社
会
文
教
部
］

全国市長会の 動き
詳細につきましては、全国市長会ホームページ
（https://www.mayors.or.jp/）
をご参照ください。
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#2

発言する立谷会長
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後輩・部下の育て方、関わり方　
公務員の新・育成術
―思考力・判断力を伸ばす7つの着眼点と実践―

齋藤綾治　著
公職研　定価1,980円（税込）

　自分の強みを知り、主体的にその力を生かせるようになる

ことが成果につながるとして、近年自治体の人材育成でも注

目される「ストレングス」の視点。現在ストレングスコーチと

して活躍する著者が、26年の市職員の経験を元に後輩・部

下育成の要点をまとめた書。

　調整と合意形成が重要となる自治体の仕事を進める中で、

職員は「どう考えるのか」「どう判断するのか」と問われる場面

に多く遭遇する。本書は、軸のある思考力・判断力を持った

人材を育てるためのポイントを、七つの着眼点として示す。

その一つが「主語を使い分ける」こと。「私」「課（部門）」「（わが）

自治体」と三つの主語を意識しながら後輩・部下と関わるこ

とが、彼らの業務を俯
ふかん

瞰して捉える力を伸ばすという。

　さらに、育成に当たって、後輩・部下との「関わり方」が重

要と指摘。育成者が「聴く力」を持って、対話をベースに後輩・

部下と互いを理解し合う意義を唱える。

　こうして、共に思考力・判断力を育んだ育成者と後輩・

部下は、組織の中で好循環を生み、組織の発展につながっ

ていく。

　職員・組織の意識改革にも好適な一冊である。


